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今
日
、
わ
が
国
は
、｢

ふ
る
さ
と｣

が
も
つ
多
様
な

豊
か
さ
、
例
え
ば
自
然
環
境
や
伝
統
文
化
、
生
活
様
式

な
ど
を
急
速
に
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の

｢

ふ
る
さ
と｣

に
は
、

'
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�
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=
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�
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R
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a
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e
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と
い
っ
た
魅
力
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
こ
の
地
に
神
々
が
住
ま
わ
れ
、
日
本
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
は
、
ま
さ
に

｢

生
命
い
の
ち

と
神
話
が
息

づ
く｣

日
本
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
が
本
来
も
つ
豊
か
さ
や
美
し
さ
を
活
か
し

な
が
ら
、
現
代
的
な
価
値
観
や
地
域
に
あ
っ
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
創
造
す
る

｢

新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ

く
り｣

を
こ
の
雲
南
市
か
ら
全
国
に
向
け
て
提
案
す
る

と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の
五
つ
の
恵
み
を
提
唱
し
、
ふ

る
さ
と
で
生
き
る
豊
か
さ
を
大
切
に
継
承
、
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

こ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
基
本
構
想
で
は

｢

五
つ
の
恵
み｣

を

活
か
し
た
、
五
つ
の
将
来
像
と
目
指
す
べ
き
指
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
目
指
す
ま
ち
の
姿
で
あ
る
こ
の
五
つ
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
と
行
政
が
と
も
に
力
を

あ
わ
せ
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
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まちづくりには､ 将来のまちのあるべき姿を見据えた長期的な視点が重要であり､ 今回ご紹介した基本構
想は､ 向こう８年間の市の行政運営と公共的な活動をする全ての市民の活動の根幹となります｡
次回は､ 将来像の実現に向けた､ 具体的な目標や施策・事業についてお知らせします｡
※計画書は､ 本年12月の発行を目途に作成中です｡ 計画の内容などについての問い合わせは政策推進課へお願いします｡
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総
合
計
画
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
将
来
像
、
そ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
の
方

向
性
、
具
体
的
施
策
な
ど
図
に
示
す
よ
う
に
、
大
き
く

｢

基
本
構
想｣

｢

基
本
計
画｣

｢

実
施
計
画｣

の
３
つ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
期
間
は
、
平
成
19
年
度

(

２

０
０
７
年
度)

か
ら
合
併
後
10
年
目
と
な
る

平
成
26
年
度

(

２
０
１
４
年
度)

ま
で
の
８

年
間
と
し
て
い
ま
す
。
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実施計画の期間は５か年とし､毎年度ローリング方式で見直します｡
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市政運営において持ち続
ける基本的な考えです｡

目指すまちの姿や､ その実現のた
めの行政経営の方針を示します｡

����
��	


目指すまちの姿を実
現するために必要な
施策・事業の方向を
示します｡

��	

基本構想､ 基本計画
及び地域計画実現の
ため行政組織の改革
の方向を示します｡

��	

地域の自立・自律を目指
す ｢市民のための市民の
手による地域づくり｣ の
方向を示します｡

����

基本計画で定められた市の施策を行財政の中でどのように実施
していくかを示した年次計画です｡
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総
合
計
画
は
、
日
々
変
化
す
る
社
会
の
変
化
な
ど
を

見
極
め
た
上
で
、
本
市
の
特
性
や
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、

将
来
の
雲
南
市
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
や
事
業
に
取
り

組
ん
で
行
く
の
か
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
・
体
系
的
に
取

り
ま
と
め
た
計
画
で
す
。

自
治
体
が
行
う
全
て
の
施
策
や
事
業
は
、
こ
の
総
合

計
画
を
も
と
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
本
計
画
は
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
、

事
業
者
、
民
間
団
体
の
活
動
の
基
本
指
針
と
し
て
の
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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ＳＰコードとは
音声読み上げ用の
バーコードです｡
このコードを専用
装置で読み取るこ
とで､ 記録されて
いる情報を音声に
変換することがで
きます｡
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法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会
で
は
、

11
月
13
日
か
ら
11
月
19
日
ま
で
の
１
週
間
を
、
全
国
一
斉

｢

女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
で

の
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
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土
曜
日
・
日
曜
日
は
10
時
〜
17
時

5
6
7
8
9
:
;
<
=
>
�

&
(
+
&
*&
+
&
*'
2
&

�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�

市
で
は
、
児
童
・
女
性
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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10
月
１
日
、
市
内
の
各
地
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
昼
前
後
か
ら
雨
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
最
後
ま

で
実
施
さ
れ
た
所
、
途
中
ま
で
の
所
と
様
々
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
昨
年
は
開
催
日
の
ほ
と
ん
ど
が
雨
で
し
た
の

で
、
合
併
後
は
じ
め
て
の
地
域
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

私
の
地
域
も
昨
年
、
一
昨
年
と
雨
で
流
れ
ま
し
た
の

で
、
合
併
後
初
め
て
の
体
育
大
会
で
し
た
。
朝
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
テ
ン
ト
張
り
し
て
る
間
に
ポ
ツ
ッ
と
き
ま

し
た
。
う
わ
っ
大
変
、
ま
た
今
年
も
流
れ
る
か
と
の
不

安
を
抱
き
つ
つ
開
会
式
も
早
め
に
行
わ
れ
、
途
中
小
雨

も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
最
後
の
種
目
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
旧
役
場
主
催
で
し
た
が
、
今
回
は
地
域

自
主
組
織
が
力
を
合
わ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
力
を
合

わ
せ
て
の
開
催
で
あ
っ
た
だ
け
に
大
変
意
義
深
か
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

｢

地
域

の
力｣

を
育
む
と
実
感
し
た
次
第
で
す
。

私
も
平
素
の
運
動
不
足
解
消
に
と
、
か
ご
の
つ
い
た

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
そ
の
上
に
ボ
ー
ル
を
乗
せ
て

走
る
ヘ
ッ
ド
バ
ラ

ン
ス
と
い
う
種
目

に
出
場
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
中
々

バ
ラ
ン
ス
よ
く
走

れ
ま
し
た
が
、

｢

市
政
運
営
も
こ

う
あ
り
た
い｣

と

思
い
ま
し
た
。

雲
南
市
長

速
水
雄
一

８
月
29
日
、
雲
南
市
教
育
と
子
育
て

を
考
え
る
市
民
会
議
が
市
役
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
民
会
議
は
、
雲
南

(

※
１)

市
教
育
基

本
計
画

(

平
成
17
年
５
月
策
定)

を
推

進
す
る
た
め
、
今
後
の
教
育
の
あ
り
方

を
検
討
、
提
案
を
し
て
い
く
た
め
に
設

置
し
た
も
の
で
、
20
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
役
員
選
出
に
続
き
、
教
育
委

員
会
と
健
康
福
祉
部
の
各
担
当
者
が
今

年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
し

た
後
、『

家
庭
の
教
育
力』

を
テ
ー
マ

に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

は

｢

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
の

地
域
格
差
に
つ
い
て｣

や｢

子
ど
も
た
ち

の
挨
拶
に
つ
い
て｣

、｢

食
育
に
つ
い
て｣

、

｢

親
と
子
の
関
わ
り
方
、
子
ど
も
へ
の
接

し
方
に
つ
い
て｣

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
内
容
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
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本年度は今回を含め３回の開催を予定しています｡

���������	
�������

任期：平成18年８月29日～平成20年８月28日

◎は会長､ ○は副会長 (敬称略)

地域名等 分 野 氏 名

大 東
教 育 山本 義人
子 育 て ○植田喜久代

加 茂
教 育 高木 喜美
子 育 て 常松 君代

木 次
教 育 若槻 雅人
子 育 て 大森 祥子

三 刀 屋
教 育 ◎若槻 一
子 育 て 須山 幸美

吉 田
教 育 横木 壽成
子 育 て ○小田 芳枝

掛 合
教 育 森山 緑
子 育 て 藤原 香

市 全 体 公 募 河野 嘉江

学識経験
理科教育学 秦 明徳
幼児心理学 田中 昭夫

芸術文化分野代表 峠 理恵
スポーツ分野代表 平井 礁
医 療 分 野 代 表 北湯口 純
経済活動分野代表 川角 光子
産 業 分 野 代 表 井上 靜子

木次線開業90周年記念イベント 10月７日､ JR木次駅にて
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大
正
３
年
、
簸
上
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
、
線
路
実
測
が
行
な
わ
れ
た
。

翌
大
正
４
年
10
月
、
宍
道
〜
木
次
間
21
㎞

の
線
路
建
設
に
着
手
。
１
年
を
か
け
、
簸
上

線
の
線
路
敷
設
が
完
了
し
、�

�
�
�

���

���

に
は
、
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。

や
が
て
昭
和
２
年
12
月
に
は
、
山
陰
と
山

陽
を
鉄
道
で
結
ぶ
た
め
の
鉄
道
工
事
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
う
ち
下
久
野
ト
ン
ネ
ル(

全
長
２

２
４
１
ｍ)

工
事
は
、
堅
い
地
盤
の
た
め
難

航
し
、
３
年
４
か
月
の
歳
月
を
か
け
昭
和
６

年
４
月
に
完
成
し
た
。

そ
し
て
、

	



���

��
�

���
、
八

川
〜
備
後
落

合
間
が
開
通

す
る
と
、
宍

道
〜
備
後
落

合
間
81･

９

㎞
は
鉄
道
で

結
ば
れ
た
。

簸
上
鉄
道
開
業
当
時
、
木
炭
を
は
じ
め
砂

鉄
、
米
、
牛
な
ど
が
主
に
運
ば
れ
、
客
車
３

両
に
対
し
て
、
貨
車
は
33
両
あ
っ
た
。

昭
和
31
年
に
は
、
10
万
７
千
ト
ン
の
貨
物

を
運
び
貨
物
量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
木
次
線

も
、
昭
和
57
年
に
は
、
貨
物
列
車
が
全
面
廃

止
と
な
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
28
年
10
月
か
ら
快
速
列
車

｢
ち
ど
り｣

が
、
昭
和
32
年
か
ら
軽
油
で
運

行
す
る
レ
ー
ル
バ
ス
が
、
そ
れ
ぞ
れ
煙
の
出

な
い
気
動
車
と
し
て
登
場
し
た
。

さ
ら
に
、
無
煙
化
は
進
み
、
昭
和
41
年
か

ら
普
通
列
車
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
登
場
す

る
と
、
昭
和
46
年
に
は
Ｓ
Ｌ
基
地
が
廃
止
と

な
り
、
全
線
が
気
動
車
運
用
区
と
な
っ
た
。

現
在
、
木
次
線
で
は
、
新
型
気
動
車
に
よ

る
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成

10
年
４
月
か
ら
は
、
観
光
ト
ロ
ッ
コ
列
車

｢

奥
出
雲
お
ろ
ち
号｣

を
運
行
し
、
新
た
な

観
光
資
源
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。
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こ
の
大
工
事
の
後
、
昭
和
７
年
に
木
次
〜

出
雲
三
成
間
が
、
昭
和
９
年
に
出
雲
三
成
〜

八
川
間
が
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
た
。
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昭
和
34
年
頃
木
次
駅
構
内

昭和49年から木次体育館前に展示されているＳＬ(Ｃ56 136号)
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９
月
29
日
、
雲
南
市
加
茂
文
化
ホ
ー
ル
ラ
メ
ー
ル
を
会
場
に
、

雲
南
市
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

雲
南
市
と
な
っ
て
初
め
て
と
な
る
式
に
は
、
遺
族
や
関
係
者

な
ど
約
４
百
人
が
参
列
し
、
黙
と
う
に
続
き
、
速
水
市
長
や
遺

族
会
の
代
表
ら
が
追
悼
の
辞
に
併
せ
て
献
花
を
行
い
、
戦
没
者

の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。

ま
た
、
遺
族
を
代
表
し
て
雲
南
市
遺
族
会
の
中
西
正
美
会
長

が

｢

戦
没
者
の
遺
族
も
高
齢
化
し
、
戦
争
を
知
ら
な
い
社
会
と

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
語

り
継
ぐ
こ
と
で
世
界
の
恒
久
平
和
実
現
に
向
か
っ
て
い
き
た
い｣

と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

９
月
28
日
、
第
１
回
雲
南
市
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員

会
を
木
次
公
民
館
で
開
催
し
、
15
名

の
委
員
を
代
表
し
て
広
島
工
業
大
学

の
中
山
勝
矢
名
誉
教
授
へ
速
水
市
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
今
年
２
月
に
策
定
さ
れ

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

(

雲
南
市
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
将
来
構
想)

と
と

も
に
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料

に
代
わ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
て
、
地
球
環
境
に
配

慮
し
た
方
針
や
計
画
、
目
標
、

取
り
組
み
な
ど
を
定
め
る
も

の
で
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
両
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
取
り
組

み
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
よ

り
一
層
の
環
境
保
全
活
動
に

つ
な
が
り
ま
す
。
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中
山
勝
矢

(

広
島
工
業
大
学
名
誉
教
授)
 
�
�
�

伊
藤
勝
久

(

島
根
大
学
教
授)

�
�

竹
下
克
美

(

Ｊ
Ａ
雲
南)

、
名
原

知

(

掛
合
町
商
工
会)

、
立
石

幸

(

飯
石
森
林
組
合)

、
半
田
宏
平

(

島
根
三
洋
工
業
㈱)

、
荒
木
恭
司

(

島
根

電
工
㈱)

、
岸
田
俊
美

(

中
国
電
力
㈱)

、
藤
村
八
郎

(

教
育
関
係
者)

、
原

哲
夫
・
影
山
喜
文

(

行
政
関
係
者)

、
板
持
達
夫

(

市
議
会)

、
竹
田
清
志
、
片

寄
健
治
、
田
部

満
秋

(

市
民
代
表)

今
後
、
策
定
委
員
会
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も
踏
ま
え
、
市
民
、

企
業
、
行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

明
確
に
し
、
実
効
力
が
高
く
、
継
続

で
き
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
め
ざ
し
、

議
論
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

新エネルギービジョンは来年２月の策定をめざしています｡
速水市長から中山勝矢委員長へ委嘱状が手渡されました｡

�

９
月
30
日
、
加
茂
町
加
茂
中
地

区
に
整
備
さ
れ
た
新
町
交
差
点
広

場
を
会
場
に
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
一
環
と
し
て

｢

安
全
な

道
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト｣

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ

せ
、
市
道
本
町
線

(

本
通
り)

を

利
用
し
た
交
通
社
会
実
験

｢

ど
う

な
る
？
加
茂
の
本
通
り
!!｣

を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
社
会
実
験
で
は
、
車

道
幅
を
３
ｍ
と
４
ｍ
、
線
形

を
直
線
や
蛇
行
に
す
る
な
ど

様
々
な
状
況
を
模
擬
的
に
つ

く
り
出
し
、
児
童
の
通
学
風

景
や
自
動
車
走
行
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し

な
が
ら
、
歩
行
者
・
運
転
者

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
線
の
整
備
に
向
け
て
は
、

こ
れ
ま
で
２
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
の
意
見
を
基
に
今
回
の
社
会
実

験
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
を
参
考
に
、

道
路
整
備
の
方
針
を
決
定
し
工
事

に
着
手
し
ま
す
。
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整備された新町交差点での各種イベントも期待されます
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市
で
は
、
長
野
県
東と
う

御み

市

(

旧
北き
た

御み

牧ま
き

村む
ら)

に
続
く
全
国
２
例
目
の
身
体
教
育
医
学
に
関
す

る
研
究
機
関
と
し
て
、
今
年
４
月
か
ら

｢

身
体

教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん｣

を
開
設
し
て
い

ま
す
。

９
月
25
日
に
は
、
東
御
市
の
土
屋
哲
男
市
長

ら
関
係
者
が
雲
南
市
を
訪
れ
、
速
水
市
長
ら
と

と
も
に
研
究
成
果
の
相
互
提
供
や
両
市
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
、
各
種
交
流
・

共
同
事
業
の
連
携
推
進
な
ど

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
両
研
究
所
の
運
営

委
員
長
を
務
め
る
東
京
大
学

大
学
院
身
体
教
育
学
講
座
の

武む

藤と
う

芳よ
し

照て
る

教
授
も
同
席
し
、

｢

転
倒
予
防
な
ど
か
ら
だ
を

育
む
実
践
研
究
を
重
ね
、
両

研
究
所
が
さ
ら
に
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
で
、
住
民
が
健

や
か
で
実
り
あ
る
日
々
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る｣

と
話

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
身
体
教
育
医
学
研

究
所
う
ん
な
ん
で
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

ま
で
の
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

９
月
22
日
、
加
茂
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム

｢

笑
寿
苑｣
の
増
築
工
事
が
終
了
し
、
そ
の

開
所
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加

に
伴
い
、
約
２
億
５
千
５
百
万
円(

用
地
取
得
・

造
成
費
を
除
く)

を
か
け
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個

室
20
床
を
増
床
し
た
も
の
で
す
。

式
で
影
山
喜
文
助
役
は

｢

家
庭
で
の
暮
ら
し

に
近
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
整
備
し
ま

し
た
。
入
所
者
の
方
に
も
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

同
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
か
も
福

祉
会
で
は
�
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
づ
く
り
�

と
�
明
る
く
、
温
も
り
の
あ
る
生
活
環
境
の
提

供
�
を
め
ざ
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し

て
い
き
ま
す
。
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秋
晴
れ
の
中
、
市
内
各
地
の
小
・
中
学

校
で
稲
刈
り
や
ハ
デ
掛
け
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
三
刀
屋
小
学
校
で
は
、
10
月

11
日
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
の

一
環
と
し
て
、
５
年
生
の
児
童
ら
が
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
団
体

｢

松
本
古
墳
を
考

え
る
会

(

片
寄
一
郎
会
長)｣

の
会
員
ら

と
と
も
に
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
日
収
穫
さ
れ
た
の
は
、｢

神か
ん

丹に

穂ほ｣

と
い
う
種
類
の
古
代
米
で
、
天
日
干
し
さ

れ
た
後
、
収
穫
祭
で
味
わ
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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雲
南
市
三
刀
屋
町
六
重
、
中
野

地
内
で
は
、
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線
建
設
に
伴
う
発
掘
調

査
が
島
根
県
に
よ
り
４
月
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
木
次
町
か
ら
吉

田
町
に
か
け
て
の
予
定
路
線
内
に

あ
る
19
箇
所
の
遺
跡

の
う
ち
14
箇
所
は
鉄か
ん

穴な

流な
が

し(

砂
鉄
採
取)

跡
、
た
た
ら
跡
、
鍛か

冶じ

遺
跡
な
ど
の
製
鉄

関
連
遺
跡
で
す
。

こ
の
う
ち
、
六
重

地
内
に
あ
る
鉄か
ん

穴な

内う
ち

遺
跡
で
は
奈
良
時
代

後
半
か
ら
平
安
時
代

は
じ
め
頃
の
鍛
冶
工

房
の
跡
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

注
目
さ
れ
た
の
は

出
土
遺
物
で
県
内
で

は
木
次
町
に
つ
い
で
２
例
目
と
な

る
鉄か
な

鉗は
し

や
、
巡
方

じ
ゅ
ん
ぽ
う
と
呼
ば
れ
る
役

人
の
位
を
示
す
ベ
ル
ト
の
飾
り
金

具
が
出
土
し
た
こ
と
で
す
。
巡
方

の
出
土
は
中
四
国
・
九
州
地
方
で

は
初
め
て
で
た
い
へ
ん
珍
し
い
も

の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
中
野
地
内
に
あ
る
堂
々
ど
う
ど
う

ノの

内う
ち

Ⅱ
遺
跡
か
ら
は
鎌
倉
〜
室
町

時
代
に
操
業
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

た
た
ら
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

９
月
16
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
遺

跡
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た

だ
こ
う
と
現
地
説
明
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
地
元
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
が
遺
跡
を
訪

れ
、
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

ン
タ
ー
職
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能
を
高

め
る
と
と
も
に
土
砂
災
害
を
防
止

す
る
た
め
、
大
東
町
久
野
地
区
で

実
施
さ
れ
て
き
た
水
源
森
林
総
合

整
備
事
業
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、

10
月
13
日
、
久
野
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
14
年
か
ら
４
年
の
歳
月
を

か
け
竣
工
し
た
同
事
業
は
、
整
備

面
積
52
ha
、
総
事
業
費
３
億
３
�

４
９
０
万
円
で
、
渓
流
の
土
砂
流

出
を
防
ぐ
谷
止
工

た
に
ど
め
こ
う

や
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
植
栽
・
間
伐
な
ど
が
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

式
に
先
が
け
行
わ
れ
た
記
念

植
樹
で
は
、
島
根
県
や
雲
南
市
、

大
原
森
林
組
合
、
地
元
の
関
係

者
ら
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
10
本
を

植
え
ま
し
た
。

式
で
は
、
地
元
促
進
協
議
会

の
景
山
康
治
会
長
が

｢

上
久
野

は
森
林
面
積
85
％
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
地
域
で
す
。
昭
和
初
期

に
は
木
炭
需
要
も
あ
り
、
山
も

手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
荒

廃
し
て
い
た
森
林
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
は
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
回
整
備
さ
れ
た
山
々
は

地
元
を
あ
げ
て
守
っ
て
い
き
た

い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

整整備備さされれたた治治山山ダダムム
島島根根県県でではは､､荒荒廃廃森森林林のの復復旧旧事事業業をを引引きき続続きき実実施施ししてていいくくとといいううここととでですす｡｡
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松
笠
地
区
の
秋
祭
り

(

松
笠
上か
み

下し
も

両
天
満
宮
例
大
祭)

で
、
２
年

に
１
度
上
演
さ
れ
る
素
人
芝
居
は
、

昭
和
の
初
め
頃
か
ら
、
地
域
の
人

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
こ
の
芝
居
の
ル
ー

ツ

(

起
源)

は
、
松
笠
地
区
に
隣

接
し
、
古
く
は
飯
石
郡
須
佐
村
で

も
あ
っ
た
現
在
の
出
雲
市
佐
田
町

に
あ
り
ま
す
。

松
笠
素
人
芝
居
は
、
佐
田
町
で

活
躍
す
る
出
雲
國
佐
田
歌
舞
伎

｢

む
ら
く
も
座｣

の
協
力
・
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
地
域
芸
能
と
し

て
定
着
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
松
笠
地
域
の
神
輿
や

囃
子
、
獅
子
舞
、
芝
居
の
保
存
・

継
承
活
動
を
さ
れ
て
い
る

｢

松
笠

み
こ
し
奉
賛
会(

高
尾
良
友
会
長)｣

の
素
人
芝
居
部
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ

っ
て
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
出
演
者
ら
は
、
佐
田
町

在
住
で
農
村
歌
舞
伎
の
第
一
人
者

で
あ
る
田
部
繁
敏
さ
ん
や
、
む
ら

く
も
座
の
渡
部
良
治
座
長
か
ら
の

演
技
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
11
月

の
公
演
に
向
け
稽
古
に
励
ん
で
い

ま
す
。

�
�
	


�
�

�

農
村
歌
舞
伎
の
特
徴
は
、
歌
舞

伎
の
も
つ
迫
力
や
華
や
か
さ
に
加

え
、
身
近
な
出
演
者
に
よ
る
親
し

み
の
あ
る
舞
台
に
も
あ
り
ま

す
。昔

な
が
ら
の
芝
居
小
屋
を

再
現
し
た
松
笠
の
歌
舞
伎
は
、

酒
を
飲
ん
だ
り
、
食
事
を
し

た
り
し
な
が
ら
、
時
に
は
観

客
か
ら
の
や
じ
や
掛
け
声
の

飛
ぶ
中
で
、
客
席
と
舞
台
が

一
体
と
な
り
上
演
さ
れ
ま
す
。

芝
居
部
長
の
片
石
さ
ん
も

出
演
者
の
一
人
。｢

芝
居
を

知
っ
て
い
る
人
た
ち
の
中
で

の
演
技
は
緊
張
し
ま
す
。
物

語
に
合
わ
せ
た
台
詞
の
抑
揚

や
体
の
動
き
、
顔
の
表
情
な

ど
細
部
に
気
を
配
り
な
が
ら
稽
古

に
励
ん
で
い
ま
す｣

と
話
さ
れ
ま

し
た
。

�
�
�
�
�

今
年
の
松
笠
素
人
芝
居
は
11
月

２
日(

木)

午
後
７
時
か
ら
松
笠
小

学
校
体
育
館
で
上
演
さ
れ
、
そ
の

舞
台
は
前
狂
言
・
中
狂
言
・
切
狂

言
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
登
場
人
物
が
多
く
、

そ
の
表
現
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い

る

｢

人
情
噺
文
七

に
ん
じ
ょ
う
ば
な
し
ぶ
ん
し
ち

元
結
も
っ
と
い｣

に
は
じ

ま
り
、
盗
賊
自じ

来ら
い

也や

が
活
躍
す
る

｢

人
賊
じ
ん
ぞ
く

自じ

来ら
い

也や

物
語
も
の
が
た
り｣

か
ら
、
華
や

か
な
立
ち
回
り
の
仇
討
あ
だ
う
ち

噺ば
な
し｢

引
抜

き
六
法
段
回
り｣

へ
と
続
き
ま
す
。

松
笠
に
息
づ
く
日
本
の
心
�
松

笠
素
人
芝
居
�。
片
石
さ
ん
は

｢

こ
れ
か
ら
も
、
こ
こ
に
し
か
な

い
芸
能
を
地
域
全
体
で
大
切
に
守

り
続
け
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

い
つ
か
市
内
各
地
で
の
公
演
も
し

て
み
た
い｣

と
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

��
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、地
域
に
根
付
い
て
い
る
伝
統
工
芸
や

地
域
な
ら
で
は
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

�����
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松
笠
地
区
で
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
�
農
村
歌
舞
伎
�
を
受
け

継
ぐ｢

松
笠
み
こ
し
奉
賛
会

ほ
う
さ
ん
か
い

の
素
人
芝
居
部｣

の
み
な
さ
ん
。
今
月
は
、

部
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
片
石
か
た
い
し

喜よ
し

己き

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

本本番番がが近近づづきき稽稽古古ににもも
熱熱がが入入りりまますす
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大
東
町
出
身
の
私
と
し
て
は
、
掛
合
地
域
に
赴
任
以

来
、
新
し
い
出
会
い
の
連
続
で
常
に
新
鮮
な
気
持
ち
で

仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育

現
場
だ
け
で
な
く
社
会
教
育
現
場
で
も
、
よ
り
多
く
の

方
と
の
出
会
い
と
交
流
を
求
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
掛
合
小
・
多
根
小
・
掛
合
中
の
三
校
は
、
昨

年
度
よ
り
文
部
科
学
省
か
ら

｢

確
か
な
学
力
育
成
の
た

め
の
実
践
研
究
事
業｣

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
先

生
方
は
基
礎
・
基
本
を
重
視
し
、
一
人
ひ
と
り
に
き
め

細
か
な
支
援
を
行
う
た
め
に
、
日
々
様
々
な
工
夫
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
そ
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
子
ど
も
の
基
本
的
な
生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

私
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
実
態
や
環
境
を
知
る
に

つ
け
、
ま
さ
に

｢

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
の
向
上｣

に

関
す
る
支
援
こ
そ
が
自
分
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

｢

雲
南
子
ど
も
朝
か
ら

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
一
つ
と
し
て
生
活
実
態
調
査

の
分
析
や
公
民
館
を
中
心
と
し
た
通
学
合
宿
へ
の
参
画
、

生
活
リ
ズ
ム
向
上
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
学
校
現
場
で
最
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
の
は
、

子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
を
痛
感
し
た
の
は
、
駅
伝
競
走
大

会
に
出
場
す
る
選
手
を
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
て
か

ら
で
す
。
基
礎
体
力
づ
く
り
や
技
術
の
指
導
は
社
会

体
育
で
も
経
験
は
あ
り
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み

る
と
本
当
の
意
味
で
子
ど
も
の
気
持
ち
が
分
か
っ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
校
現
場
に
入
り
、

よ
う
や
く
そ
の
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
選
手
同
士
、

あ
る
い
は
指
導
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
に
は
、

理
解
し
合
う
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
肌
で
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
は
相

手
の
気
持
ち
を
じ
っ
く
り
と
聴
く
こ
と
と
思
い
や
り
の

心
を
持
つ
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
掛
合
の
子
ど
も
の
た
め
に
何
が
出
来
る
の

か
を
考
え
た
時
、｢

駅
伝｣

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

支
援
す
る
こ
と
も
一
つ
の
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が

｢

ふ
る
さ
と｣

の
良
き
伝

統
を
受
け
継

ぎ
つ
つ
地
域
に

新
た
な
歴
史

を
刻
ん
で
い
く

こ
と
が
で
き
る

よ
う
活
動
支

援
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち

の
活
躍
が
地

域
の
喜
び
と

活
力
に
つ
な
が

れ
ば
幸
い
で
す
。
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大
東
町
塩
田
地
区
で
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
高

齢
者
世
帯
な
ど
に
地
元
食
材
等
を
使
っ
た
弁
当
を
届
け
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
区
内
の
高
齢
者
に
対
す
る
食
生
活
支

援
や
配
食
時
の
声
掛
け
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
と
見
守
り
を
目

的
に
、
地
区
内
の
有
志
で
組
織
す
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ

｢

い
ぃ
〜
飯
会｣

(

安
達
光
吉
代
表
・
16
名)

が
今
春

よ
り
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
毎
月
第
４
土
曜
日
の
午
後

に
各
メ
ン
バ
ー
が
食
材
を
持
ち
寄
り
、
調
理
を
行
っ
た
後
、

夕
方
、
利
用
会
員
宅
へ
配
達
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
か
ら
お
礼
の
手
紙
が
届
く
こ
と
も
あ
る
と
の
こ

と
で
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は

｢

こ
れ
こ
そ
が
本
当
の
地
域

お
こ
し
。
イ
ベ
ン
ト
ば
か
り
で
な
く
、
ど
ん
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
は｣

と
話
し
ま
す
。

塩
田
地
区
で

は
、
昨
年
、
住

民
の
意
見
や
要

望
を
聞
く
た
め

中
学
生
以
上
の

全
地
区
民
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。

今
回
の
取
り
組

み
は
、
そ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果

を
基
に
事
業
化

さ
れ
た
も
の
で

す
。

第
24
回

｢

掛
合
町
ふ
る
さ
と
祭
り｣

が
、
掛
合
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
晴
天
の

空
の
下
、
今
年
も
元
気
に｢

む
か
で
駅
伝｣

が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

む
か
で
駅
伝
は
、
１
チ
ー
ム
８
人
が
４
人
１
組
で

１
㎞
の
コ
ー
ス
を
１
週
ず
つ
走
り
抜
く
と
い
う
も
の

で
、
何
よ
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
問
わ
れ
ま
す
。

18
組
の
選
手
た
ち
が
出
場
し
、

｢

イ
チ
、
ニ
、
イ

チ
、
ニ｣

や

｢

左
、
右
、
ソ
ー
レ｣

な
ど
の
掛
け
声

と
と
も
に
懸
命
に
走
り
ぬ
く
姿
に
、
沿
道
か
ら
は
、

盛
ん
に
拍
手
や
歓
声
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ラ
メ
ー
ル
を
主
会
場
に

｢
第
３
回
銅
鐸
の
響
き
加
茂

弥
生
ま
つ
り｣

が
今
年
も
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
、

草
木
染
め
や
フ
イ
ゴ
体
験
、
ま
が
玉
づ
く
り
、
古
代
食

試
食
な
ど
の
古
代
を
再
現
し
た
多
彩
な
催
し
を
堪
能
し

ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

｢

火
柱
ま
つ
り｣

で
は
、

加
茂
岩
倉
遺
跡
で
起
こ
し
た
火
を｢

た
い
ま
つ
リ
レ
ー｣

と

｢

ち
ょ
う
ち
ん
行
列｣

で
運
び
、
高
さ
20
ｍ
の
巨
大

な
火
柱
へ
と
点
火
し
ま
し
た
。
お
よ
そ
３
０
０
人
の
ち
ょ

う
ち
ん
行
列
の
灯
火
と
燃
え
盛
る
炎
を
バ
ッ
ク
に
し
た

ス
テ
ー
ジ
で
の
太
鼓
や
尺
八
演
奏
は
、
と
て
も
幻
想
的

な
光
景
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
の
実
行
委
員
会
で
は

｢

今
年
は
島
根
大
学
の
学

生
10
人
や
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、
地

元
住
民
ら
と

と
も
に
準
備

に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
。

参
加
者
の
積

極
的
な
取
り

組
み
も
あ
っ

て
、
銅
鐸
出

土
10
周
年
を

記
念
し
た
イ

ベ
ン
ト
は
大

盛
況
に
終
わ

り
ま
し
た｣

と
話
し
ま
し

た
。

米
俵
か
つ
ぎ
大
会

力
自
慢
が
集
い
10
㎏
〜
80
㎏
ま
で

の
米
俵
を
次
々
と
担
ぎ
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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出
雲
市
で
開
か

れ
た
第
９
回
島
根

県
小
中
学
校
合
唱

大
会
出
雲
地
区
大

会

(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国

学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル)

へ
出
場
し
た

吉
田
小
学
校
民
谷

分
校
が
見
事
、
金

賞
に
輝
く
と
と
も

に
審
査
員
特
別
賞

を
受
賞
し
、
８
月

24
日
に
松
江
市
で

行
わ
れ
た
県
大
会

で
の
特
別
演
奏
も

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
大
会
に
向
け
、
民
谷
分
校
の
全
校
児
童
13
人
は
、

夏
休
み
返
上
で
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ

り
、
県
大
会
で
は
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
大
会
の
模
様
は
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
、
全
校

児
童
が
力
を
合
わ
せ
歌
う
そ
の
姿
に
多
く
の
感
動
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の
一
部
で
す
。

｢

小
さ
な
み
な
さ
ん
の
歌
声
、
楽
し
そ
う
で
、
真
剣
で
。
一

生
懸
命
な
気
持
ち
が
ど
ん
ど
ん
心
に
し
み
込
ん
で
き
ま
し
た｣

、

｢

う
れ
し
く
て
、
楽
し
い
の
に
、
ど
う
し
て
か
涙
が
こ
ぼ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た｣

、｢

テ
レ
ビ
の
前
で
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
民
谷
の
山
々
に
響
く
元
気
な
声
で
歌
っ
て
く
だ

さ
い｣

な
ど
。

吉
田
小
学
校
民
谷
分
校
み
な
さ
ん
金
賞
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
内
の
各
地
域
や
幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど
で
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
止

や
順
延
は
少
な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
は
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

木
次
町
斐
伊
地
区
で
も
地
区
内
の
運
動
会
が
、

に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
11
回
を
数
え
る
永
井
隆
記
念
明
石
高
原
平
和

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
明
石
緑
が
丘
公
園
を
周
回
す
る

起
伏
の
激
し
い
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、
２
６
０
人
の
選
手

が
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

各
部
門
に

分
か
れ
、
号

砲
と
と
も
に

ス
タ
ー
ト
し

た
選
手
た
ち

は
、
紅
葉
が

は
じ
ま
り
つ

つ
あ
る
秋
の

山
々
の
中
、

さ
わ
や
か
な

秋
風
を
受
け

な
が
ら
完
走

し
ま
し
た
。

５つの大会新記録が生まれました｡
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10月8日に開催された斐伊地区体育大会のひとコマ｡
今年は14自治会が参加して行われました｡

斐伊保育園の運動会の様子｡ この日のために園児たちは何日
も前から練習を重ねてきました｡
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体
が
疲
れ
て
い
る
と
か
ぜ
を
ひ
く
の

と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
ろ
も
疲
れ
や
ス

ト
レ
ス
が
長
引
く
と
不
調
を
き
た
し

｢

う
つ
状
態｣

｢

う
つ
病｣

な
ど
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
早
く
知
り
、
上

手
に
対
応
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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落
ち
着
か
な
い
、
気
が
重
い
、
仕
事

の
能
率
が
上
が
ら
な
い
、
ゆ
う
う
つ
、

イ
ラ
イ
ラ

�
�
�
�
�
�
�

動
悸
、
息
切
れ
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、

胃
の
痛
み
、
体
が
だ
る
い
、
疲
れ
や
す

い
、
不
眠
、
食
欲
が
な
い
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■
し
っ
か
り
休
養
・
ぐ
っ
す
り
睡
眠

■
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
・
楽
し
い
食

卓
■
適
度
な
運
動
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

■
ゆ
っ
た
り
・
の
ん
び
り
入
浴
タ
イ
ム

■
趣
味
や
遊
び
・
楽
し
み
で
こ
こ
ろ
を

リ
ラ
ッ
ク
ス
〜
自
分
な
り
の
ス
ト
レ

ス
解
消
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う(

旅

行
、
運
動
、
音
楽
鑑
賞
、
人
と
話
す
、

温
泉
、
睡
眠
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
等)

� �� �
� �� �
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こ
こ
ろ
の
病
気
は
特
別
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
事
で
す
。

多
く
の
場
合
、
き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ

と
で
、
回
復
す
る
病
気
で
す
。

こ
こ
ろ
が
疲
れ
た
時
に
は
、
各
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
健
康
推
進
課
の

保
健
師
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。
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ＳＰコードとは
音声読み上げ用の
バーコードです｡
このコードを専用
装置で読み取るこ
とで､ 記録されて
いる情報を音声に
変換することがで
きます｡
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初
日
は
と
て
も
不
安
で
、｢

帰
り
た
い｣

と
思
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
言
葉
の
壁
を
越
え
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
う

ち
に
そ
の
不
安
は
和
ら
い
で
い
き
ま
し
た
。
英
語
を
は

じ
め
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
違

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
同
時
に

�
ア
メ
リ
カ
人
の
愛
国
心
の
強
さ
�
と
�
個
性
を
大
切

に
し
て
い
る
お
国
柄
�
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
で
得
た
も
の
は
私
の
宝
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

研
修
で
は
、
異
文
化
に
触
れ
る
楽
し
さ
を
学
び
、
ま

た
、
人
を
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
の

意
識
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
物
の

家
族
の
よ
う
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
優
し
さ
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

夏
は
、
一
生
の
思
い
出
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
の
市
制
２
百
周
年
記
念
の
パ
レ
ー

ド
に
雲
南
市
の
代
表
と

し
て
参
加
で
き
た
こ
と

は
と
て
も
思
い
出
に
残

り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で
の
生
活
を
通
じ
、
異

文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
、

貴
重
な
体
験
に
な
り
ま

し
た
。
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８
月
８
日
か
ら
21
日
ま
で

の
14
日
間
、
ア
メ
リ
カ
・
リ

ッ
チ
モ
ン
ド
市
に
滞
在
す
る

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
に
７
人
の
団
員
が
参

加
・
研
修
し
ま
し
た
。

各
団
員
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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�
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自
分
の
英
語
が
ど
れ
だ
け
通
じ
る
の
か
試
す
の
も
、

参
加
目
的
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

優
し
さ
に
触
れ
な
が
ら
、
自
分
か
ら
会
話
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
場
の
英
語
を
学
び
、
異
文
化
に
つ

い
て
学
ん
だ
２
週
間
は
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
成
長
に

繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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見
る
も
の
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
研
修
中
に
訪
れ
た
す

べ
て
の
場
所
に
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
英
語
の
勉
強

を
さ
ら
に
重
ね
、
ま
た
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
を
訪
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
族
は
、
持
っ
て
い
っ
た
箸

を
使
っ
て
食
事
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
ア
メ
リ
カ

の
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
家
族
も
日
本
の
文
化
に

触
れ
た
瞬
間
で
し
た
。
こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
絆

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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市
で
は
、
５
名
か
ら
10
名
の
団

体

(

グ
ル
ー
プ)

を
対
象
と
し
た

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
の
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
情
報
政
策
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
個

人
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
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国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
か
ら
支
払
わ
れ
る
老
齢
年
金

や
退
職
年
金
な
ど
は
、
所
得
税
の

課
税
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
支
払
い
を
受
け

る
金
額
が
一
定
額
以
上
の
方
は
、

各
支
払
期
の
年
金
か
ら
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

所
得
税
に
は
各
種
控
除
が
設
け

ら
れ
て
い
る
た
め 

!
"
#
$
�

�
%
&
'
�
�
�
�
�
�
�
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�
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を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、各
種
控
除

を
行
っ
た
所
得
税
額
を
年
金
か
ら

源
泉
徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

課
税
対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
に

は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
毎
年
11
月
上
旬
に 

!
"
#
$
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�
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&
'
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�
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�
(

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、

提
出
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
申
請
書
の
提
出
が
な
い
と

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
方
は
忘
れ
ず
に

届
け
出
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
年
金
額
が
次
の
額
に
満

た
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の

源
泉
徴
収
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
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#
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を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
受
給
者
の
場
合

１
５
８
万
円
未
満

65
歳
未
満
受
給
者
の
場
合

１
０
８
万
円
未
満

)
*
+
,
-
�
.
/
�
�
�
�

老
齢
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

か
ら
毎
年
１
月
中
に

｢

公
的
年
金

の
源
泉
徴
収
票｣

が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。

年
金
の
他
に
収
入
が
あ
る
方
や

医
療
費
控
除
を
受
け
た
い
方
な
ど

は
、
税
務
署
に
確
定
申
告
の
手
続

き
を
す
る
時
に
必
要
で
す
の
で
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
た
め
、｢

公
的
年
金
の
源
泉
徴

収
票｣

は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
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平
成
17
年
分
の
所
得
か
ら
、
国

民
年
金
保
険
料
に
係
る
社
会
保
険

料
控
除
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

を
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の

際
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
が

発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
の

0
1
2
3
4
5
6

#
$
2
3
4
7

8
9
:
;
�

を
送
付
し
ま
す
。

●
対
象
者
及
び
送
付
時
期

 

��<
.
/
(

…
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
保
険
料
の

納
付
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
控
除

証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

 
=
<
.
/
(

…
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
は
じ
め

て
保
険
料
の
納
付
が
あ
っ
た
方
に

つ
い
て
、
翌
年
２
月
に
控
除
証
明

書
を
送
付
し
ま
す
。

>
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A
B
�
�
C

D
E
F
G
�
2
H
I
�
J
K
L
�
M

N
O
P
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ジ
ョ
イ
メ
イ
ト
し
ま
ね

(

島
根

県
東
部
勤
労
者
共
済
会)

は
、
国

や
県
、
市
町
村
か
ら
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
各
種
福
利
厚
生
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
団
体
で
す
。

ご
加
入
い
た
だ
け
る
の
は
、
中

小
企
業
で
働
く
従
業
員
と
事
業
主

の
ほ
か
、
各
種
団
体
、
個
人
事
業

主
も
加
入
で
き
ま
す
。

平
成
18
年
９
月
現
在
で
、
１
�

７
０
０
事
業
所
、
１
８
�０
０
０

人
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
費
は
１
人
あ
た
り
月
額
千
円

で
、
各
種
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
へ

の
補
助
、
慶
弔
給
付
金
、
格
安
料

金
の
旅
行
ツ
ア
ー
、
宿
泊
施
設
・

レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
提
携
施
設
で

の
割
引
な
ど
、
各
種
福
利
厚
生
事

業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
や
お
申
し
込
み

は
、
ジ
ョ
イ
メ
イ
ト
し
ま
ね
�
０

８
５
４
�28
�６
５
５
５
、
市
内
各

商
工
会
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

� � � � � � � � � 	

��
雲南市では生活情報の提供と､ 産業振興の一助､ 行財政改革の一環として有料広告枠を設けました｡
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消
費
者
と
し
て
の
権
利
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
消
費
生
活
の
向

上
を
は
か
る
た
め
、
雲
南
市
消
費

者
問
題
研
究
協
議
会

(

６
月
28
日

総
会
・
石
飛
友
江
会
長)

が
発
足

し
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
雲
南
市
と
共
催
し
、

次
の
日
程
でR

S
'
T
U
�
V
W

1

を
開
催
し
ま
す
。

参
加
自
由
で
す
の
で
、
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

X
C11

月
26
日(

日)

14
時
〜
16
時

Y
Z雲

南
市
議
会
議
場

(

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階)

テ
ー
マ

｢

賢
い
消
費
者
に
な
る

た
め
に｣

[
\①

寸
劇

(

大
東
町
の
女
性
の
集
い)

②
講
演

島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の

講
師
に
よ
る

｢

知
っ
て
お
き

た
い
消
費
生
活
ミ
ニ
知
識｣

]
^
_
`
�
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�
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若
年
者
就
職
活
動
支
援
に
向
け

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

高
校
生
や
保
護
者
の
方
も
お
気

軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

a
#
'
b
c
�
d
e
f
g
h
i

j
k
l
m
n
o
p
q
r
@
s
t

�
u
v
w
�
l

X
C

11
月
６
日(
月)

13
時
〜

1
Y

く
に
び
き
メ
ッ
セ

�
x
y
z

演
題

｢

夢
の
実
現

は
じ
め

の
一
歩｣

講
師

小
島
貴
子
さ
ん

=
x
{
|
}
~
�
o
�
q
�
�
n

テ
ー
マ

｢

私
た
ち
の
願
い
、
ど

う
や
っ
た
ら
か
な
う
の｣

若
者
の
意
見
・
体
験
を
も
と

に
教
員
、
経
営
者
、
労
働
者
、

県
行
政
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
若
年
者
雇
用
の
課
題

と
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
す

る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
�
０
１
２
０
�67
�４
５
１

０
ま
た
は
島
根
県
労
使
就
職
支
援

機
構
�
０
１
２
０
�60
�４
２
１
０

�
�
�
�
�
�
V
�
�
1

V
�
x
�
�
�
�
�
F
�

�
�
�
�
L
�
5
�
�
�
�
�
7

平
成
11
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
、

旧
吉
田
村
地
域
で
の
高
齢
者
の
転

倒
防
止
活
動
と
そ
の
測
定
デ
ー
タ

を
収
集
・
蓄
積
し
て
き
た
功
績
が

評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

※
転
倒
予
防
医
学
研
究
会
は
、
平

成
16
年
に
開
設
さ
れ
た
学
術
団
体

で
、
転
倒
防
止
活
動
に
関
係
す
る

研
究
者
な
ど
を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。
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｢

Ｉ
Ｔ
の
杜｣

は
、
雲
南
市
に

お
住
ま
い
の
方
の
た
め
に
市
が
開

設
し
た
パ
ソ
コ
ン
相
談
所
で
す
。

雲
南
市
に
お
住
ま
い
の
方
の
パ

ソ
コ
ン
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
に
無
料
で
対
応
し
て

い
ま
す
。

※
電
話
で
の
相
談
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
を
常
時
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち

で
な
い
方
も
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す
。

【
利
用
時
間
】

毎
週
月
曜
日
〜
土
曜
日

(

原
則
と
し
て
日
曜
・
祝
祭
日
を

除
き
ま
す
が
、
一
部
開
所
す
る
日

も
あ
り
ま
す
。)

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

【
所
在
地
】

雲
南
市
大
東
町
大
東
１
６
６
３

雲
南
市
役
所

大
東
分
庁
舎

１
階

(

旧
大
東
中
学
校)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｉ
Ｔ
の
杜

�
０
８
５
４
�43
�８
１
６
８

(

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興

課
経
由)

有
線
２
２
１
０
�０
５

(

大
東
町

内
の
み)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://user.yoitoko.jp/itm
ori/
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�

�
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国
税
庁
で
は
、�

�

���

���

�
�

���

���
�
 

を

｢

税
を
考

え
る
週
間｣

と
定
め
、
各
種
の
広

報
・
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、｢

少
子
・
高
齢
社

会
と
税｣

を
テ
ー
マ
と
し
て
少
子
・

高
齢
化
に
お
け
る
税
の
意
義
や
役

割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
税

務
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
取
組
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
観
点

か
ら
、｢

国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム

(

ｅイ
ー

�Ｔ
ａ
ｘ

タ
ッ
ク
ス)｣

を
重

点
的
に
広
報
し
ま
す
。

国
を
支
え
る
税
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
!
"
#
�
$
%
&
'
(
)
*
+
,

第
８
回

｢

税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル｣

の
応
募
作
品
の

展
示
会
を
���

���
-
.
/
0

��

�
-
�
/
1
�
�
�
2
3
)
4
5

6
7
8

で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9 :
+
;
<
=

>
?
*
@

A
%

ｅ
�Ｔ
ａ
ｘ(

国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム)

は
、
国
税
に
関

す
る
手
続
き
を
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用

し
て
、
電
子
的
に
行
え
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

ｅイ
ー

�Ｔ
ａ
ｘ

タ
ッ
ク
ス

に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
大
東
税
務
署
�
０
８
５
４
�

43
�２
３
６
０
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.e-tax.nta.

go.jp/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

B
C
�
D
E
F
G
H
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雲
南
市
内
の
幼
稚
園

(

16
園)

で
は
、
次
の
と
お
り
園
開
放
を
行

い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
保
護
者
同
伴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

J
�

11
月
13
日

(

月)

〜

11
月
17
日

(

金)

※
期
間
内
の
い
ず
れ
か
の
日

K
�

９
時
〜
10
時
30
分

L
M

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平

成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

ま
で
の
幼
児

開
放
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

N
O
P
Q
�

��
�
�
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小
学
校
６
年
生
全
員
を
対
象
に

｢

ジ
フ
テ※

リ
ア
・
破
傷
風
第
２
期

予
防
接
種
せ
っ
し
ゅ

(

１
人
１
回
接
種)｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
６
月
に
通
知
し
て
い
ま

す
が
、
予
防
接
種
は
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。

ま
だ
接
種
を
し
て
い
な
い
方
で

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
以
下

の
と
お
り
期
間
を
延
期
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
接
種
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

R
S
T
K
J

U
V

���

���

���
�
 

R
W
X
Y
Z

接
種
を
受
け
る
た
め
に
は
市
へ

申
請
が
必
要
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
推
進
課

ま
た
は
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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�
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^
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�
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c
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�
�
n
o
�
#
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�
�
�
�
�
o
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雲南市では生活情報の提供と､ 産業振興の一助､ 行財政改革の一環として有料広告枠を設けました｡
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大 東 幼 稚 園 43－2710 西 幼 稚 園 43－6005
佐 世 幼 稚 園 43－2817 阿 用 幼 稚 園 43－2199
久 野 幼 稚 園 47－0163 海 潮 幼 稚 園 43－2298
加 茂 幼 児 園 49－6761 木 次 幼 稚 園 42－2173
斐 伊 幼 稚 園 42－2130 寺 領 幼 稚 園 42－0870
西日登幼稚園 42－0875 温 泉 幼 稚 園 48－0011
三刀屋幼稚園 45－2168 飯 石 幼 稚 園 45－2751
鍋 山 幼 稚 園 45－3762 中 野 幼 稚 園 45－2451
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平
成
18
年
分
の
申
告

(
平
成
19

年
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
ま
で
の

申
告)

か
ら
、
今
ま
で
農
業
所
得

申
告
時
に
使
用
し
て
き
た

｢

農
業

所
得
標
準｣

が
廃
止
さ
れ
、
農
業

所
得
は^

�
�
�
�
l

に
よ
り
申

告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
支
計
算
に
移
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
農
家
の
方
ご
自
身
が
実
際

の
収
入
、
支
出
の
把
握
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
A
%

収
入
金
額
か
ら

必
要
経
費
を
差
し

引
く
こ
と
に
よ
り

所
得
を
算
出
す
る

方
法
で
す
。

肥
料
代
、
農
薬

代
な
ど
収
入
を
得

る
た
め
に
要
し
た

費
用
を
科
目
ご
と

に
集
計
し
て
差
し

引
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
W
�
#
�
p
u
!
%

次
の
書
類
な
ど
か
ら
計
算
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
収
入
金
額
に
関
す
る
も
の

〇
農
産
物
の
販
売
金
額
の
わ
か
る

も
の
…
計
算
明
細
書
、
振
込
み

の
あ
っ
た
預
金
通
帳
な
ど

〇
事
業
用
と
し
て
消
費
し
た
農
産

物(

雇
人
費
の
現
物
支
給
な
ど)

の
金
額
の
わ
か
る
も
の
…
領
収

証
な
ど

〇
自
家
消
費
し
た
農
産
物
の
数
量

等
…
種
類
・
数
量
を
記
し
た
メ

モ
な
ど

〇
そ
の
他
農
業
所
得
に
関
連
し
て

得
た
収
入
…
計
算
明
細
書
、
振

込
み
の
あ
っ
た
預
金
通
帳
な
ど

●
必
要
経
費
に
関
す
る
も
の

〇
雇
人
費
、
小
作
料
・
賃
借
料
及

び
作
業
委
託
費
…
請
求
書
、
領

収
証
、
振
込
通
知
書
な
ど

〇
利
子
割
引
料
…
金
融
機
関
等
の

返
済
表
な
ど

〇
租
税
公
課
…
固
定
資
産
税
の
通

知
書
、
領
収
証
な
ど

〇
減
価
償
却
費
…
減
価
償
却
資
産

の
購
入
契
約
書
、
領
収
証
な
ど

〇
そ
の
他
の
必
要
経
費
…
肥
料
・

農
薬
代
な
ど
の
支
払
金
額
が
分

か
る
領
収
証
、
農
協
の
購
買
証

明
書
な
ど

�
�
f
�
�
�
1
�
�
-
y
�
/

�

�
�
f
�
�
�
1
�
�

�

�
�
�
�
�
1
�
V
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W
�
�
1
�
V
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�
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�
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�
�
	



��
�
�
	
�

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
、
平
成
18
年
10
月
よ
り
障
害

者
の
日
常
生
活
用
具
の
制
度
が
変

わ
り
ま
す
。

補
装
具
制
度
と
同
じ
く
、
利
用

者
負
担
の
仕
組
み
が¤

¥
�
¦
§

¨
に
変
わ
り
ま
す
。

給
付
対
象
品
目
に
つ
い
て
、
一

部
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
利
用
者
負
担

平
成
18
年
９
月
ま
で

所
得
に
応
じ
た
負
担

↓

U
V

���

���
�
�

¤
¥
�
¦
§
¨

(

た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
て
一
定

の
負
担
上
限
が
設
定
さ
れ
る)

●
対
象
種
目
の
一
部
変
更

� � � � � � � � � 	
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広告掲載をご希望の方は､ 木次都市開発� (広告代理店) �0854-42-2221までお問い合わせ下さい｡
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平成18年10月から 平成18年９月まで 対 象 種 目

日常生活用具 補 装 具

点字器・頭部保護
帽・人工喉頭・歩
行補助つえ (一本
杖のみ) ・収尿器・
ストマ用装具

補 装 具 日常生活用具
重 度 障 害 者 用
意 思 伝 達 装 置
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(

平
成
18
年
２
月
〜
翌
年
３
月)

現
在
の
ト
ン
ネ
ル
を
松
江
向
き

１
車
線
と
歩
道
に
し
、
新
し
い
ト

ン
ネ
ル
を
広
島
向
き
１
車
線
に
す

る
た
め
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

!
"
#
$
%
&
$
'
(
 
�

(

平
成
18
年
３
月
〜
翌
年
３
月)

歩
道
橋
の
橋
脚
工
事
の
一
部
を

行
い
ま
す
。

�
�
�
#
$
)
*
+
,
-
 
�

(

平
成
18
年
９
月
〜
翌
年
３
月)

橋
梁
の
地
震
対
策
等
の
工
事
を

行
い
ま
す
。

.
/
$
0
1
2
3
4
,
5
 
�

(

平
成
18
年
３
月
〜
同
年
12
月)

橋
梁
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
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雲南市では生活情報の提供と､ 産業振興の一助､ 行財政改革の一環として有料広告枠を設けました｡
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｢子どもたちの生活リズムを考える｣ ～早

寝､ 早おき､ 朝ごはん運動～をテーマに雲南

市生涯学習フォーラムを開催します｡

今回は､ ｢子どもの生活リズム｣ や ｢家庭

の教育力｣ ｢大人と子どもが共に学び合う社会づくり｣ など

について､ 教育支援コーディネーターの活動に関連しながら

考えます｡

�� ����	�
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�� �������
�����
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�� !"

演題 ｢子どもの生活リズムと睡眠について ｣ (仮)

講師 星野恭子さん(埼玉医科大学総合医療センター小児科医)

#$%&'()*+,

テーマ ｢子どもの生活リズムを考える｣

～早寝・早おき・朝ごはん運動～

-$%./0123 4 567�8

第１分科会 不登校をテーマにした分科会

第２分科会 ｢家庭の教育力～子どもの生活リズム～｣

第３分科会 ｢地域の教育力～子どもの生活リズム～｣
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お
詫
び
と
訂
正

●
市
報
う
ん
な
ん
10
月
号
の
記
載

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

16
Ｐ
、
雲
南
市
か
ら
の
お
知
ら

せ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

0
6
4

地
方
自
治
功
労
、
木
次
町

木
次

⇒

0
7
4
8
9
:
;
<
=
>
3
!
?
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A
B
C
�

�
�
�
�
�

����

D
D

11
月
に
古
着
回
収
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

吉
田
町
、
掛
合
町
の
古
着
回
収

は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

な
お
、
下
着
・
靴
下
・
帽
子
・

お
し
め
・
寝
具
は
、
持
ち
込
め
ま

せ
ん
。

11
月
の
古
紙
回
収

(

ダ
ン
ボ
ー

ル
・
雑
誌
類
・
新
聞
紙
・
広
告
チ

ラ
シ)

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

吉
田
町
、
掛
合
町
の
古
紙
回
収

は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

【
注
意
事
項
】

品
目
ご
と
に
紐
で
く
く
り
、
１

絡
み
は
10
㎏
以
内
で
す
。

持
ち
出
し
は
当
日
の
み
で
、
各

施
設
内
の
集
積
場
所
に
お
持
ち
下

さ
い
。

E
 
F
G
�

�
�
�
�
�

����

�
�

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に
よ
り
、

65
歳
以
下
の
定
年
制
を
導
入
し
て

い
る
事
業
所
の
事
業
主
に
は
、
次

の
い
ず
れ
か
の
措
置

(

高
年
齢
者

雇
用
確
保
措
置)

の
実
施
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

H
I
J
K
L
M
N
O

P
Q
R
S
T
U
V
K
W
X

Y
I
J
K
I
Z
K
[
\

こ
れ
ら
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
な
い
事
業
所
は
、
法
違
反
と
な

り
ま
す
の
で
早
急
な
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

�
０
８
５
４
�42
�０
７
５
１

� � � � � � � � � 	

��
広告掲載をご希望の方は､ 木次都市開発� (広告代理店) �0854-42-2221までお問い合わせ下さい｡
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①透明な袋 (ビニール袋など) に入れて下さい｡

②ハンガーは取り外してください｡

③１袋は10kg以内にして下さい｡

④持ち出しは当日の上記時間帯でお願いします｡

地 域 11月 持 ち 出 し 場 所

大東町・加茂町 12日 (日) 大東地域福祉センターおおぎ

木次町・三刀屋町 26日 (日)
木次公民館(勤労青少年ホーム)
前駐車場

地 域 11月 持 ち 出 し 場 所

三刀屋町
12日(日)

第２日曜

三刀屋総合センター別館１階 (公用車車庫)､ 一
宮公民館､ 飯石公民館､ 鍋山公民館､ 中野公民
館､ 根里振興会館

大東町 19日(日)

第３日曜

大東町体育文化センター､ 春殖公民館､ 駅前公
民館､ 幡屋リサイクルボックス､ 佐世公民館､
西阿用個人倉庫､ 阿用公民館､ 下久野リサイク
ルボックス､ 久野公民館､ 海潮公民館､ 須賀リ
サイクルボックス､ 塩田公民館

木次町 斐伊体育館､ 日登公民館､ 西日登公民館､ 温泉
公民館､ 市役所職員駐車場
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●テレビを見ないときは
コンセントを抜くよう
にする｡
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平
成
17
年
度
中
総
有
収
水
量

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
 

は
２
５
９
万
６
�０
４
６

�
で
、
給
水
戸
数
は
９
�４
４
８

戸
で
し
た
。

収
益
的
収
支
勘
定
は
、
総
収
益

７
億
６
３
８
万
１
千
円
で
、
こ
れ

に
対
し
総
費
用
は
６
億
９
９
６
万

３
千
円
か
か
り
、
当
期
純
利
益
は

９
�６
４
１
万
８
千
円
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
利

益
は
経
営
基
盤
の
充
実
、
強
化
を

は
か
る
た
め
、
減
債
積
立
金
と
し

て
積
み
立
て
、
こ
れ
ま
で
に
借
り

入
れ
た
企
業
債
の
償
還
に
充
て
る

財
源
と
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
総
額
を
有
収
水
量
で

割
る
と
１
�
当
た
り
の
供
給
単
価

が
得
ら
れ
、
２
１
７
円
51
銭
で
し

た
。一

方
、
総
費
用
か
ら
受
託
工
事

費
、
付
帯
事
業
費
及
び
材
料
売
却

原
価
を
差
し
引
い
た
額
を
有
収
水

量
で
割
る
と
１
�
当
た
り
の
給
水

原
価
が
得
ら
れ
、
２
２
５
円
64
銭

と
な
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
を
比
較

す
る
と
給
水
原
価
が
供
給
単
価
を

８
円
13
銭
上
回
っ
て
お
り
、
水
道

料
金
だ
け
で
は
、
赤
字
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
営

業
助
成
金
外
の
収
入
が
あ
る
た
め

に
、
結
果
と
し
て
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

次
に
、
施
設
の
建
設
、
改
良
及

び
企
業
債
元
金
の
償
還
な
ど
投
資

的
支
出

(

資
本
的
支
出)

の
総
額

は
23
億
１
�４
５
４
万
２
千
円
で

そ
の
内
訳
は
建
設
改
良
費
が
21
億

５
�３
６
７
万
４
千
円
、
企
業
債

償
還
金
１
億
６
�０
８
６
万
８
千

円
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

木
次
三
刀
屋
上
水
道
で
は
、
下

熊
谷
第
１
水
源
地
施
設
整
備
工
事

ほ
か
送
水
ポ
ン
プ
改
良
工
事
な
ど

を
施
工
し
、
大
東
上
水
道
で
は
、

久
野
浄
水
場
膜
ろ
過
施
設
設
置
工

事
、
越
戸
浄
水
施
設
等
整
備
事
業
、

大
東
北
部
水
道
未
普
及
地
域
解
消

事
業
な
ど
を
施
工
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
資
本
的
支
出
の

財
源
と
し
て
、
企
業
債
12
億
４
�

１
１
０
万
円
、
国
庫
補
助
金
３
億

２
�１
５
７
万
円
、
一
般
会
計
か

ら
の
出
資
金
３
億
１
�４
８
０
万

円
、
工
事
負
担
金
８
�５
１
８
万

２
千
円
及
び
内
部
留
保
資
金
３
億

６
�８
５
９
万
７
千
円
を
充
て
ま

し
た
。

!
�
"
�
�
�
�
�
�

平
成
17
年
度
中
総
供
給
水
量
は
、

51
万
１
�７
９
４
�
で
し
た
。

収
益
的
収
支
勘
定
は
、
総
収
益

４
�３
８
５
万
円
で
、
こ
れ
に
対

し
総
費
用
は
、
３
�１
４
３
万
７

千
円
か
か
り
、
当
期
純
利
益
は
、

１
�２
４
１
万
３
千
円
を
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
施
設
の
建
設
、
改
良
及

び
企
業
債
元
金
の
償
還
な
ど
投
資

的
支
出

(

資
本
的
支
出)

の
総
額

は
２
�０
９
１
万
９
千
円
で
、
そ

の
内
訳
は
建
設
改
良
費
１
０
６
万

円
、
企
業
債
元
金
償
還
金
が
１
�

９
８
５
万
９
千
円
で
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
資
本
的
支
出
の

財
源
と
し
て
内
部
留
保
資
金
を
充

て
ま
し
た
。

��

������ 	
��������

営 業 収 益 584,081千円

営業外収益 122,300千円

特 別 利 益 0

総 収 益 706,381千円

営 業 費 用 439,460千円

営業外費用 157,788千円

特 別 損 失 12,715千円

総 費 用 609,963千円

当年度純利益 96,418千円

前年度繰越利益剰余金 49,504千円

当年度未処分利益剰余金 145,922千円

������ 	
��������

有形固定資産 9,972,625千円

無形固定資産 1,999千円

現 金 預 金 870,625千円

未 収 金 386,147千円

未収消費税 58,101千円

貯 蔵 品 5,140千円

前 払 金 26,581千円

繰 延 勘 定 63,728千円

資 産 合 計 11,384,946千円

固 定 負 債 51,957千円

一時借入金 0

未 払 金 105,454千円

前 受 金 16,707千円

預 り 金 670千円

その他流動負債 500千円

仮 受 金 0

負 債 合 計 175,288千円

自己資本金 1,409,430千円

借入資本金 5,432,785千円

資本剰余金 4,121,317千円

利益剰余金 246,126千円

資 本 合 計 11,209,658千円

負債資本合計 11,384,946千円
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ＳＰコードとは
音声読み上げ用の
バーコードです｡
このコードを専用
装置で読み取るこ
とで､ 記録されて
いる情報を音声に
変換することがで
きます｡
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大東町の海潮地区振興会
(宮川昇会長) と大木原自
治会 (筒井福義会長)､ 吉
田町の川手自治会 (伊藤一
巳会長) では､ このほど平
成18年度コミュニティ助成
事業を活用した設備の整備
が行われました｡
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